
二
〇

一
一
年
度
総
会
及
び
懇
親
会
報
告

昨
年
Ｈ
月
２。
日

（土
）
に
第
三
十
三
回
東

京
北
見
会
の
総
会

・
懇
親
会
が
会
員
６。
名
招

待
者
２。
名
合
計
８。
名
の
出
席
の
基
、
天
気
に

も
恵
ま
れ

（
昨
年
は
台
風
の
影
響
で
大
変
で

し
た
）
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
昨
年
、　
一
昨
年
と
同
じ
舞
浜
の

ユ
ー
ラ
シ
ア
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
見
市
か
ら
は
塚
本
副
市
長
始
め
多
数
の

関
係
者
が
出
席
頂
き
、
北
見
市
の
現
在
の
状

況
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
又
、
今
年
で
２

期
日
と
な
る
井
戸
会
長
よ
り
挨
拶
と

一
緒
に

昔
の
北
見
市
の
話
が
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て

説
明
が
あ
り
、
皆
、
懐
か
し
く
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

総
会
の
議
事
は
角
副
会
長
よ
り
昨
年
の
活

動
報
告
、
決
算
報
告
と
今
年
の
活
動
予
定
が

説
明
さ
れ
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

料
理
は
北
見
市
か
ら
の
差
し
入
れ
の

「じ
ゃ

が
い
も
コ
ロ
ッ
ケ
」
と

「
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
」

に
懐
か
し
い
故
郷
の
味
を
思
い
出
し
ま
し

た
ｃ東

京
北
見
会
は
会
を
重
ね
る
こ
と
に
、
出

席
者
の
年
齢
も
上
が
り
、
若
い
人
の
出
席
が

望
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
総
会
に
は

多
数
の
若
者

（何
歳
以
下
？
）
が
出
席
し
て

い
た
だ
き
、
会
も
少
し
ず

つ
若
返
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
福
引
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
北
見
市
始
め
大
勢
の
方
々
か
ら
多
数

の
賞
品
を
頂
き
、
出
席
者
全
員
に

一
人
１
個

以
上
の
賞
品
が
行
き
渡
り
ま
し
た
。
最
後
に

は
、
恒
例
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
勝
ち
抜
き
戦
が
行

わ
れ
腕
が
痛
く
な
る
ほ
ど
力
を
入
れ
、
和
気

調
々
の
中
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
北
見
会
の
愛
唱
歌
で
あ
る

「北

見
の
人
よ
」
「お
元
気
で
す
か
」
を
歌
手
の

古
賀
副
会
長
を
囲
ん
で
全
員
で
熱
唱
し
ま
し

た
。
会
場
が
盛
り
上
が

っ
た
中
、
来
年
の
再

会
を
約
束
し
、
名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
散
会

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
心
残
り
の
グ
ル
ー
プ
は
温
泉
に

ゆ
っ
く
り
入
り
、
二
次
会
場
で
は
カ
ラ
オ
ケ

を
囲
み
、
夜
遅
く
ま
で
、
盛
り
上
が
り
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
中
に
は
自
宅
に
帰
れ
な
く

な
り
急
遠
泊
ま

っ
て
い
く
人
も
お
り
ま
し

た
。最

後
に
故
郷
を
共
有
す
る
人
達
が
多
数
集

ま

っ
て
、　
一
層
の
連
携
、
「
絆
」
を
深
め
、

郷
上
北
見
の
発
展
に
少
し
で
も
寄
与
出
来
る

事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
（作
円
　
記
）
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塚本冨」市長を迎えて…。 北見会会長賞は大丸さんの嬉しい「ほっちゃれJ
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